
1月14日、ふれあい文化文化センターで「春日市成人
式」を行い、新成人830人が出席しました。

輝 き  ふ れ あ い 　 安 ら ぎ の 都 市
ま ち
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第
15
回

受
賞
作
品
決
定　テーマを設けず、自由な発想の作品を募集した今回の弥生の里児童画大賞展。県内229校から

1万4,848点の作品が集まりました。
　その中から、審査の結果、古城春佳さんの作品が見事「弥生の里大賞」に選ばれました。運動会
で踊った花笠音頭の様子を力強く描いたもので、審査委員全員一致で決定しました。

弥生の里大賞
「はずかしかった花笠音頭」
古
こじょう
城春

はる か
佳さん（福岡市立筑紫丘小学校4年）

第
16
回

春日市長賞
「たくさん生んだね」
中
なかむら
村圭

けい た
汰さん（大川市立三又小学校5年）

春日市教育長賞
「靴ひも」

石
いしはら
原晟

せい じ
司さん（福岡市立長丘小学校6年）

西日本新聞社賞
「光がてっている木」
山
やました
下彩

さや か
夏さん

（宮若市立若宮小学校3年）

ケーブルステーション福岡賞
「ラッテビアンコに行ったよ」
天
あまの
野妃

き ら ら
良々さん

（筑紫野市立原田小学校2年）

弥生の里 児童画大賞展
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　受賞作品を含む入賞・
入選作品279点を展示し
ます。
期間
1月27日㈰～2月11日㈪
※1月28日㈪・2月4日㈪
を除く

時間　
午前9時～午後5時
場所
ふれあい文化センター
ギャラリー（大谷6-24）

問い合わせ先　社会教育課
　1(575)4121　5(593)7380

そのほかの入賞者（敬称略）
金賞

▼なかにしみやび（福岡市立花畑小1年） ▼加来恵理佳
（福岡市立長丘小2年） ▼樋口莉乃（福岡市立当仁小3
年） ▼山野莉沙（久山町立久原小4年） ▼時永美波（北九
州市立黒畑小5年） ▼東 尚希（北九州市立千代小6年）
銀賞

▼福盛由里香（遠賀町立浅木小1年） ▼安東翔太（北九州
市立折尾東小1年） ▼久家良仁（久山町立久原小2年） ▼

生野菜那（古賀市立古賀東小2年） ▼光野絢音（大野城市
立大野南小3年） ▼永田理紗（筑紫野市立原田小3年） ▼

坂本仁志（北九州市立祝町小4年） ▼吉崎 陸（宮若市立
若宮小4年） ▼貝原健太（福津市立福間小5年） ▼中野愛
美（遠賀町立浅木小5年） ▼山本有人（筑紫野市立原田小
6年） ▼德吉慎太郎（福岡市立東花畑小6年）
銅賞

▼ 石丸千尋（古賀市立古賀東小1年） ▼丸野優希（福岡
市立長丘小1年） ▼にしゆうた（福岡市立花畑小1年）

▼大塚 玲（福岡市立博多小2年） ▼澤谷多幸（筑紫野市
立原田小2年） ▼小山幸奈（福岡市立花畑小2年） ▼谷
倉 咲（宗像市立日の里東小3年） ▼稲美有紀（岡垣町立
海老津小3年） ▼菅原美奈子（春日市立白水小3年） ▼

武藤恵理（太宰府市立水城小4年） ▼濱田彩花（北九州
市立江川小4年） ▼近藤宏樹（北九州市立千代小4年）

▼宮原由橘菜（北九州市立中尾小5年） ▼竹下 瑛（北九
州市立浅川小5年） ▼田島瑞希（春日市立白水小5年）

▼寺田瑠奈（古賀市立古賀東小6年） ▼砂川明日香（北
九州市立千代小6年） ▼福山夕姫（遠賀町立浅木小6
年）

RKB毎日放送賞
「海老津駅」
畑
はたの
野圭
けいすけ
亮さん

（岡垣町立海老津小学校6年）

吉村郁夫賞
（特別賞）

「いるかのせなかで
ひとっとび」

安
やすだ
田瑞

みず き
姫さん

（北九州市立中尾小学校5年）

林
紀
一
郎
賞

「
カ
ワ
ハ
ギ
を
釣
っ
た
ぞ
」

廣ひ
ろ
せ瀨
涼り
ょ
う
た太
さ
ん（
春
日
市
立
春
日
野
小
学
校
１
年
）

光行洋子賞
「馬と私」

安
やすこうち
河内彩

あや か
夏さん

（久山町立久原小学校4年）

高橋秀賞
「海の中」
武
むとう
藤美

み く
玖さん

（太宰府市立水城小学校4年）

「ゆめのくに」
時
ときえだ
枝佑
ゆういちろう
一郎さん

（北九州市立青山小学校1年）

吉村郁夫賞吉村郁夫賞吉村郁夫賞吉村郁夫賞

「いるかのせなかで

安
やすだ

（北九州市立中尾小学校5年）
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確
定
申
告
の
対
象
者
は
、
平
成
19
年

中
の
所
得
な
ど
を
、
税
務
署
に
申
告
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
申
告
書
の
書

き
方
な
ど
が
分
か
ら
な
い
人
は
、
税
務

署
の
申
告
会
場
で
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

　

例
年
、
３
月
に
な
る
と
、
窓
口
は
大

変
混
み
合
い
ま
す
。
早
め
に
申
告
と
納

税
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
納
税
の
際
は
振
替
納
税
が
便

利
で
す
。

申
告
の
必
要
が
あ
る
人

○
平
成
19
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
額

が
、
基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養

控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額
を

超
え
る
人

○
給
与
所
得
者
で
次
に
該
当
す
る
人

▽
給
与
の
年
収
が
２
，０
０
０
万
円

を
超
え
る

▽
給
与
を
１
カ
所
か
ら
受
け
て
い
る

会
社
員
な
ど
で
、
給
与
所
得
以
外

の
所
得（
保
険
の
満
期
に
よ
る
一

時
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
）が

20
万
円
を
超
え
る

▽
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て

い
る

期
間　

２
月
18
日
㈪
〜
３
月
17
日
㈪
の

平
日

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
相
談
は
午
前
９
時
〜
）

場
所　

筑
紫
税
務
署
１
階
事
務
室

所
得
税
の
還
付
申
告

　

次
に
該
当
す
る
会
社
員
な
ど
は
、
年

末
調
整
が
で
き
な
い
た
め
、
確
定
申
告

を
す
れ
ば
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

▽
自
宅
を
ロ
ー
ン
で
購
入
し
た
人

▽
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人

▽
年
の
中
途
で
退
職
し
、
再
就
職
し
て

い
な
い
人

▽
震
災
・
火
災
や
風
水
害
、
盗
難
な
ど

の
被
害
に
あ
っ
た
人

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
作
成

　

確
定
申
告
書
は
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（

http://w
w
w
.nta.go.jp

）

で
作
成
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

作
成
し
た
申
告
書
は
、
Ａ
４
版
の
普

通
紙
に
印
刷
し
て
提
出（
郵
送
可
）ま
た

は
電
子
申
告「
ｅイ

ー

タ

ッ

ク

ス

ー
Ｔ
ａ
ｘ
」に
よ
っ
て

デ
ー
タ
を
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※　

申
告
会
場
は
混
雑
し
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、利
用
す
る
に
は
事
前
に
手

続
き
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
税
務

署
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

税
務
署
以
外
の
会
場

　

税
務
署
以
外
で
も
確
定
申
告
の
受
付

（
相
談
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
会
場
に
よ
っ
て
対
象
の
制

限
が
あ
り
ま
す
。

○
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
年
金
所
得
者

と
給
与
所
得
者
の
み
）

期
間　

２
月
７
日
㈭
・
８
日
㈮
・
13
日

㈬
〜
15
日
㈮

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30

分（
相
談
は
午
前
９
時
30
分

〜
）

場
所　

同
プ
ラ
ザ（
原
町
３
ー
１
ー

７
）

※　

駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
。
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

次
の
人
は
税
務
署
で
・
・
・

▽
事
業
を
営
む
人
、
生
命
保
険
な
ど

の
営
業
職
員
の
人

▽
原
稿
料
や
報
酬
・
料
金
な
ど
の
収

入
が
あ
る
人

▽
不
動
産
所
得
が
あ
る
人

▽
不
動
産（
土
地
・
建
物
）ま
た
は
株

式
な
ど
の
譲
渡
所
得
が
あ
る
人

○
税
理
士
会　

申
告
相
談
セ
ン
タ
ー

期
間　

２
月
１
日
㈮
〜
３
月
17
日
㈪

（
平
日
の
み
）

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

30
分

場
所　

福
岡
ビ
ル
９
階
大
ホ
ー
ル

※　

譲
渡
所
得
や
贈
与
税
の
相
談
は

受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税

各申告に必要なもの
▷所得が分かる書類（給与や年金の源泉徴収票など）
▷所得控除に必要な書類
▷印鑑
▷本人名義の預金口座（確定申告をする人で、所得税
の還付がある場合）

※　郵送する際は、必要書類などをすべて添付し、押印漏
れがないようにしてください。

申告と納税は正しくお早めに

受付期間●2月18日㈪〜3月17日㈪（平日のみ）

確定申告  市・県民税申告
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市
役
所
で
、
平
成
19
年
中
の
所
得
な

ど
の
申
告
受
付
を
行
い
ま
す
。
対
象
と

な
る
人
は
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
郵

送
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
間　

２
月
18
日
㈪
〜
３
月
17
日
㈪

の
平
日

時
間　

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分
、

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

市
役
所
２
０
８
会
議
室

申
告
書
の
配
布
場
所　

▽
市
税
務
課

▽
西
出
張
所（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

申
告
の
必
要
が
あ
る
人

▽
平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
、
春
日
市

内
に
居
住
し
て
い
る
人
で
、
平
成
19

年
中
に
収
入
の
あ
っ
た
人

▽
国
民
健
康
保
険
加
入
者
と
そ
の
世

帯
主

※　

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

や
、
給
与
所
得
以
外
に
所
得
が
な
い

人
で
勤
務
先
か
ら
す
で
に
給
与
支
払

報
告
書
が
市
に
提
出
さ
れ
て
い
る
人

は
、
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

所
得
控
除
の
申
告

　

本
人
や
、
本
人
と
同
一
生
計
の
配
偶

者
・
親
族
な
ど
の
、
平
成
19
年
中
に
支

払
っ
た
社
会
保
険
料
や
医
療
費
な
ど

は
、
所
得
控
除
の
対
象
と
な
り
、
申
告

す
る
と
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

必
要
書
類
を
持
参
し
て
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

持
っ
て
く
る
も
の

○
社
会
保
険
料
控
除　

▽
社
会
保
険
料
の
領
収
書
▽
納
付

証
明
書
な
ど

※　

社
会
保
険
料
の
対
象
と
な
る
の

は
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険

料
、
国
民
年
金
保
険
料
な
ど
で
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
証
明

書
、
国
民
年
金
の
控
除
証
明
書
は
社

会
保
険
庁
が
発
行
し
ま
す
。
紛
失
な

ど
で
再
発
行
を
希
望
す
る
場
合
は
、

同
庁
の
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
1
０
５
７
０（
０
０
）９
９
１
１
）に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

○
生
命
・
地
震
保
険
料
控
除　

生
命
保
険
料
ま
た
は
地
震
保
険
料

の
控
除
証
明
書

○
医
療
費
控
除　

▽
医
療
費
の
領
収
書
▽
保
険
な
ど

で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額
の
明
細
書

※　

こ
の
ほ
か
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
控

除
が
あ
り
ま
す
。

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
申
告

　

平
成
19
年
か
ら
の
税
源
移
譲
に

よ
っ
て
、
所
得
税
額
が
減
少
し
、
所
得

税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
い
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
に
つ
い
て
は
、
市
・
県
民
税
か

ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象　

す
で
に
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適

用
を
受
け
て
い
て
、
平
成
11
年

〜
平
成
18
年
に
入
居
し
た
人

申
告
期
限　

３
月
17
日
㈪

申
告
方
法　

平
成
20
年
１
月
１
日
現

在
、
居
住
し
て
い
る
市
町
村

に
、
源
泉
徴
収
票
を
添
付
し
て

「
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控

除
申
告
書
」を
提
出
す
る

※　

申
告
書
に
は
住
宅
借
入
金
の
年

末
残
高
の
記
載
が
必
要
で
す
。
年
末

残
高
が
不
明
な
場
合
は
、
勤
務
先
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、
確
定
申
告
を
す
る
人
は
、

税
務
署
に
同
申
告
書（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
可
）を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

市
・
県
民
税
申
告
と
所
得
控
除
な
ど

問い合わせ先
▷確定申告に関すること
　筑紫税務署
　1（923）1400
▷市・県民税に関すること
　市税務課　
1（584）1111　
5（584）1141

く
だ
さ
い
。
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確認をお願いします

「ねんきん特別便」が送付されます
　平成20年10月までに、社会保険庁から国民年金加入者
全員に、年金加入期間などを記載した「ねんきん特別便」
が順次送付されます。年金加入期間や納付期間に漏れが
ないか、内容の確認をお願いします。
　なお、3月までに届いた人は、記録が漏れている可能性
が高い人です。同封の確認ハガキに必要事項を記入し、社
会保険業務センターに返送してください。
※　年金受給者で訂正がある人は、年金証書を添えて社
会保険事務所で手続きをしてください。
問い合わせ先　ねんきん特別便専用ダイヤル

10570（058）555（市内通話料金）
※　携帯電話からも利用できます。ただし、IP電話・
PHSからは103（6700）1144にかけてください。

○社会保険事務所職員による年金相談
期日　2月7日㈭、3月13日㈭
時間　午前10時～午後4時
場所　市役所207会議室
※　年金手帳を持参してください。また、「ねんきん特
別便」が届いている人は、書類一式も持参してくださ
い。なお、代理の人が来る場合は、「委任状」と身分証
明書（運転免許証、保険証など）が必要です。
問い合わせ先　
▷南福岡社会保険事務所
1（552）6112　5（541）7649
▷市国保年金課年金担当
1（584）1111　5（584）1141

●●●●●

市立小・中学校入学通知書
　市教育委員会は、この春、市立の小・中学校に入学予定の児童・生徒の保護者に、
入学通知書を発送しています。通知書が2月1日㈮までに届かない場合や、通知し
た学校への入学に支障がある場合（転居予定、児童の下校時に家族不在のため祖
父母宅に近い学校に通学させたいなど）は、学校教育課に問い合わせてください。
　また、入学に関して相談がある場合は、早めに連絡してください。
入学式日程　▷小学校　4月10日㈭　▷中学校　4月9日㈬

問い合わせ先　学校教育課　1（584）1111　5（584）1153

発送しました

●●●●●

福岡県心身障害者扶養共済制度
　心身障害者扶養共済制度は、障害者の保護者が生存中に一定の掛金を毎月
納め、保護者の死亡後、残された障害者本人に終身年金を支払う制度です。
　この制度の年金給付財源が不足傾向のため、4月1日から掛金の引き上げな
どの見直しが行われます。
　ただし、3月末までの加入者については、すでに加入している人と同様に取
り扱われますので、加入希望者は、期限までに申し込んでください。
今年度加入申込期限　2月22日㈮（必着）
※　加入の要件や掛金額など、詳しくは問い合わせてください。

申込・問い合わせ先　福祉支援課障害担当　1（584）1111　5（584）3090

給付額が改正 ●●●●●

柴田副市長
　柴

し ば た

田利
としゆき

行副市長が、平
成19年12月、議会で再任
されました。
　任期は平成23年12月
23日までの4年間です。
問い合わせ先　秘書課

　　1（584）1111
　　5（584）1145

再任されました
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募集します

各種市嘱託・臨時職員
採用期間　平成20年4月1日～21年3月31日（1年間）
選考方法　▷一次　書類選考　▷二次　面接
募集人員　各1人（保育士は若干名）
応募方法　2月22日㈮（保育士は12日㈫）まで（必着）
に、市販の履歴書（A4）を提出する（郵送可・いずれ
も送付先住所は〒816‒8501春日市役所）

○障害者生活支援専門員（嘱託）
業務内容　障害者の生活全般の相談・個別支援など
対象　社会福祉士の資格と普通運転免許（AT限定可）
を持っている人

勤務日数・時間　週5日・午前8時30分～午後5時
報酬　月額20万7,000円程度（社会保険・有給休暇あ
り、賞与・交通費なし）

※　応募の際は、資格証の写しを添付する。
応募・問い合わせ先　福祉支援課障害担当
　　1（584）1111　5（584）3090
○ごみ減量啓発推進員（嘱託）
業務内容　市内事業所ごみの適正排出・減量化の助
言・指導、不適正排出ごみに対する指導など

対象　昭和18年4月2日以降に生まれた人で、普通自
動車運転免許（AT限定不可）を持っている人

勤務日数・時間　週5日（振替による休日勤務あり）・
午前8時30分～午後5時（変更あり） 

報酬　月額17万2,000円程度（社会保険・有給休暇あ
り、賞与・交通費なし）

※　応募の際は、業務に関する自己PR文（廃棄物関連
の業務経験がある場合は明記）を添付する。
応募・問い合わせ先　ごみ減量推進課
　　　1（584）1111　5（584）1147
○保育士（臨時）
業務内容　市立保育所での保育士業務
対象　保育士証を持っている人
勤務日数・時間　週5日・午前8時～午後6時（時差出勤
あり）

報酬　日額6,600円程度（有給休暇・社会保険あり、賞
与・交通費なし）　

※　応募の際は、保育士証の写しを添付する。
応募・問い合わせ先　こども未来課保育所担当
　　　1（584）1111　5（584）1115

介
護
保
険
料
は「
年
金
天
引
き
」

と
聞
い
た
が
、納
付
書
が
届
い
た
。

年
金
の
額
が
一
定
額
以
上
の
人

は
、原
則
と
し
て
介
護
保
険
料
を

年
金
か
ら
天
引
き
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、65
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
人

や
転
入
し
た
ば
か
り
の
人
は
、天
引
き

の
準
備
に
半
年
か
ら
１
年
程
度
か
か
り

ま
す
。そ
れ
ま
で
は
、納
付
書
で
支
払
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い

る
人
で
も
、年
金
の
現
況
届
を
出
し
忘

介
護
保
険
料
は「
年
金
天
引
き
」

年
金
の
額
が
一
定
額
以
上
の
人

は
、原
則
と
し
て
介
護
保
険
料
を

年
金
か
ら
天
引
き
し
て
い
ま
す
。

と
聞
い
た
が
、納
付
書
が
届
い
た
。

年
金
の
額
が
一
定
額
以
上
の
人

問
い
合
わ
せ
先

　
高
齢
課
介
護
保
険
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）３
０
９
０

れ
た
り
、年
金
を
担
保
に
融
資
を
受
け

た
場
合
は
、天
引
き
が
で
き
な
く
な
る

た
め
、納
付
書
払
い
に
変
わ
り
ま
す
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に

は
、ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
す
か
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に

は
、要
介
護
認
定
が
必
要
で
す
。か

か
り
つ
け
の
病
院
名
と
医
師
名
を
確
認

し
、介
護
保
険
証
を
持
参
し
て
、高
齢

課
窓
口
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、脳
血
管

疾
患
な
ど
の
特
定
疾
病
が
あ
る
人
は
、

健
康
保
険
証
も
必
要
で
す
。

　

認
定
結
果
が
届
い
た
ら
、居
宅
介
護

支
援
事
業
者
な
ど
と
契
約
し
、必
要
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

た
め
、納
付
書
払
い
に
変
わ
り
ま
す
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に

は
、要
介
護
認
定
が
必
要
で
す
。か

か
り
つ
け
の
病
院
名
と
医
師
名
を
確
認

は
、ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
す
か
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に

●●●●●

乳幼児医療
　少子化社会における子育て支
援策として、4月から春日市乳幼
児医療費助成制度（入院以外の場
合）の対象年齢を1歳引き上げ、5
歳に達する日の属する月の末日
までとします。
　この引き上げに伴う新しい医
療証は、平成20年3月下旬に送付
予定です。
　なお、入院の場合の医療費助成
は、これまでどおり満6歳に達す
る日以後の最初の3月31日まで
です。
※　対象者など、詳しくは問い合
わせてください。
問い合わせ先　国保年金課

1（584）1111　5（584）1141

1歳引き上げます

も送付先住所は〒816‒8501春日市役所）

障害者生活支援専門員（嘱託）
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　1月13日、梶原運動公園（那珂川町）で、春日市・大野城市・那珂

川町の消防団と春日・大野城・那珂川消防本部による「平成20年

消防出初式」が行われました。

　この出初式は、消防の全容を広く住民に公開して、消防に対す

る認識と信頼を高めることを目的に、毎年行われています。今年

は、497人の消防団員・職員が参加。堂々の入場行進や訓練の成

果を披露しました。また、消防活動に顕著な功績を残した136人

の表彰も行いました。

　浅
あさかわ

川英
ひではる

治消防長は「住民の安全確保を最優先に、頼れる消防を

目指し、知識や技術の修得に努めてほしい」と訓示。団員・職員た

ちは、「住民を守る」という使命に、決意を新たにしました。

消 「住民を守る」決意を新たに

防出初式

　12月16日、ふれあい文化センターで「し

め縄づくり」を行い、市内の小・中学生とそ

の保護者15組が参加しました。

　これは、親子で楽しくふれあう時間を持

ってもらおうと行ったもの。藤
ふ じ の

野輝
て る お

雄さん

と春日市遊び名人マスター10人の指導の

もと、リース型のしめ縄を作りました。

　参加した子どもたちからは「難しかった

けど、おもしろかった」「また作ってみたい」

との声。手作りのしめ縄で、よい正月が迎え

られたことでしょう。

親 手作りのしめ縄で正月を迎えよう

子ふれあい事業「しめ縄づくり」



気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い 

栄
養
相
談

生
活
習
慣
病
が
気
に
な
る
人
な
ど
の

相
談
に
、管
理
栄
養
士
が
応
じ
ま
す
。

日
時　

２
月
12
日
㈫
・
26
日
㈫

午
後
２
時
〜
５
時

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

※　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

な
お
、都
合
の
つ
か
な
い
人
は
、 

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

あ
ん
ど
ん
コ
ー
ス
を
歩
こ
う 

健
康
ウ
ォ
ー
ク

ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー（
運
動
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）と
、楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し

ま
せ
ん
か
。体
力
に
合
わ
せ
て
７
㎞
と

４
・
５
㎞
の
２
コ
ー
ス
か
ら
選
べ
ま
す
。

日
程　

２
月
12
日
㈫（
小
雨
決
行
）

時
間　

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

（
受
付　

午
前
９
時
〜
）

集
合
場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
２
階
ロ

ビ
ー（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

※　

タ
オ
ル
・
水
筒
・
帽
子
を
持
っ
て
、

歩
き
や
す
い
服
装
、運
動
靴
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、前
日
は
十
分

に
睡
眠
を
と
り
、体
調
が
悪
い
と
き

は
無
理
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

自
衛
隊
福
岡
病
院 

公
開
講
座
・
健
康
相
談

　

健
康
に
関
す
る
公
開
講
座
を
行
い
ま

す
。ま
た
、健
康
相
談
も
受
け
付
け
ま

す
。受
講
・
相
談
は
無
料
で
、自
衛
隊
に

関
係
の
な
い
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

期
日　

２
月
13
日
㈬

時
間

▽
午
後
１
時
30
分
〜
２
時　

公
開
講
座 

「
胃
カ
メ
ラ
・
大
腸
カ
メ
ラ
に
つ
い

て
」

▽
午
後
２
時
〜
２
時
30
分　

健
康
相
談

※　

午
後
１
時
20
分
か
ら
、病
院
紹
介 

も
行
い
ま
す
。

場
所　

同
病
院（
小
倉
東
１
ー
61
）

申
込
方
法　

電
話
で
予
約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
病
院
総
務

課
総
務
班

1（
５
８
１
）０
４
３
１　
内
2
8
8

5（
５
８
１
）４
８
２
８

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

無
料
法
律
相
談

　

母
子
家
庭
の
養
育
費
な
ど
に
関
す
る

無
料
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。

相
談
日
時　

▽
２
月
19
日
㈫
・
３
月
18
日
㈫

午
後
１
時
〜
３
時

▽
２
月
５
日
㈫
・
26
日
㈫
、３
月
11
日

㈫
・
25
日
㈫

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

場
所　

同
連
合
会
事
務
局（
原
町
３
ー

１
ー
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
６

階
）

相
談
時
間　

一
人
30
分

定
員　

１
日
４
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

相
談
日
前
日
ま
で
に
、電

話
で
予
約
す
る（
平
日
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
連
合
会 

石い
し
だ田

1（
５
８
４
）３
９
２
２

5（
５
８
４
）３
９
２
３

ひ
だ
ま
り
の
会 

介
護
を
考
え
る
交
流
会

　

春
日
市
介
護
を
考
え
る
家
族
の
会

「
ひ
だ
ま
り
の
会
」と
春
日
市
社
会
福
祉

協
議
会
が
行
う
、在
宅
や
施
設
で
介
護
を

し
て
い
る
家
族
の
た
め
の
交
流
会
で
す
。

日
ご
ろ
の
介
護
の
悩
み
な
ど
を
一
緒
に

考
え
ま
せ
ん
か
。参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

２
月
14
日
㈭

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階

大
会
議
室（
大
谷
６
ー
24
）

演
題　
「
介
護
の
今
、む
か
し
・
・
・
」

問
い
合
わ
せ
先　

同
会　

服は
っ
と
り部

1（
５
８
２
）５
７
９
８（
5
兼
用
）

参
加
者
募
集 

離
乳
食
教
室

　

赤
ち
ゃ
ん
の
食
事
で
悩
ん
で
い
る
人

の
た
め
の
、離
乳
食
の
作
り
方
や
す
す

め
方
の
教
室（
離
乳
中
期
以
降
の
話
が

中
心
）で
す
。託
児（
１
人
３
０
０
円
）も

あ
り
ま
す
。

対
象　

６
〜
８
カ
月
の
子
ど
も
を
持
つ

保
護
者

日
時　

３
月
６
日
㈭

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
受
付　

午
後
１
時
〜
）

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

参
加
費　

２
０
０
円（
実
習
材
料
費
）

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

２
月
12
日
㈫
〜
26
日
㈫
ま

で
に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

氏
名
、電
話
番
号
、子
ど
も
の
生 

年
月
日
、託
児
の
有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１　

中
高
年
の
た
め
の 

初
心
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

　

か
す
が
男
女
共
同
参
画
地
域
づ
く

り
事
業
実
行
委
員
会
が
行
う
、地
域
デ

ビ
ュ
ー
を
考
え
て
い
る
中
高
年
の
た
め

の
パ
ソ
コ
ン
教
室
で
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

対
象　

40
歳
以
上
で
、パ
ソ
コ
ン
の
文

字
入
力
が
で
き
る
人

日
時　

２
月
21
日
㈭

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町
３

ー
１
ー
７
）

内
容　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、電
子
メ
ー

ル
入
門

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

２
月
12
日
㈫（
必
着
）ま
で

に
、往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏 

名
、年
齢
、電
話
番
号
を
記
入
し

て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

人
権
女
性
政

策
課（
〒
816
ー
８
５
０
１
春
日

市
役
所
）

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
５
３

春日市役所
1（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば
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松
まつもと

本 桃
もも

花
か

ちゃん（北町）
平成19年2月11日生

鶴
つる

田
た

 真
ま い

衣ちゃん（小倉東）
平成19年2月1日生

瀧
たきがみ

上 奈
な な お

々緒ちゃん（光町）
平成19年2月1日生

三
み

浦
うら

 千
せん

之
の

助
すけ

ちゃん（泉）
平成19年2月2日生

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー 

各
種
講
座

○
マ
ジ
ッ
ク
教
室（
身
近
な
も
の
を 

使
っ
た
マ
ジ
ッ
ク
）

日
時　

２
月
8
日
㈮
・
22
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

参
加
費　

各
１
，０
０
０
円（
グ
ッ
ズ 

代
含
む
）

定
員　

各
15
人

○
手
ご
ね
パ
ン
作
り
教
室（
大
切
な
人 

に
贈
る
チ
ョ
コ
パ
ン
）

日
時　

２
月
8
日
㈮
・
12
日
㈫（
い

ず
れ
も
同
じ
内
容
） 

午
前
10

時
30
分
〜
午
後
1
時
30
分

参
加
費　

各
１
，５
０
０
円（
材
料

費
含
む
）

定
員　

各
６
人

託
児　

１
，０
０
０
円（
５
カ
月
以

上
の
未
就
学
児
・
1
週
間
前

ま
で
に
要
申
込
）

※　

詳
し
い
内
容
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

○
お
母
さ
ん
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
形
式
）

対
象　

未
就
学
児
を
も
つ
母
親

日
時　

２
月
14
日
㈭　

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

参
加
費　

５
０
０
円（
お
茶
代
含
む
）

定
員　

20
人

託
児　

１
，０
０
０
円（
５
カ
月
以

上
の
未
就
学
児
・
２
月
７
日

㈭
ま
で
に
要
申
込
）

※　

詳
し
い
内
容
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

○
今
日
は
私
が
料
理
長
〜
第
２
弾（
お 

ひ
な
さ
ま
料
理
）

日
時　

２
月
23
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

参
加
費　

５
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

定
員　

10
人

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
、ハ
ガ
キ
で
住
所
、氏 

名
、電
話
番
号
、希
望
講
座
名
を

伝
え
る

※　

い
ず
れ
も
、申
込
多
数
の
場
合
は 

抽
選
し
、申
込
者
が
３
人
未
満
の
場

合
は
講
座
を
中
止
し
ま
す
。

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン

タ
ー「
ぶ
ど
う
の
庭
」（
〒
816
ー

０
８
６
４
須
玖
北
５
ー
１
５
５
）

1（
５
８
９
）３
３
８
８

5（
５
８
９
）３
３
９
９

m
achicen@

bb.csf.ne.jp

中
央
公
民
館 

く
ら
し
の
教
養
講
座

　

く
ら
し
に
役
立
つ
公
開
講
座
で
す
。

今
回
は
、「
博
多
仁に

わ

か

和
加
」で
す
。

　

受
講
は
無
料
で
、託
児（
３
０
０
円
・

定
員
10
人
）や
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
も

あ
り
ま
す
。

日
時　

２
月
20
日
㈬

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会

議
室

講
師　

萩は
ぎ
お尾
良り
ょ
う
か
ん
感
さ
ん（
春
日
市
お
宝

文
化
人
）

申
込
方
法　

2
月
13
日
㈬
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
、託
児
の
有
無
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課

公
民
館
担
当

1（
５
７
５
）４
１
２
１

5（
５
９
３
）７
３
８
０

地
域
で
子
ど
も
を
育
て
よ
う 

青
少
年
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
運
動

　
「
豊
か
な
心
、幅
広
い
視
野
、そ
れ
ぞ

れ
の
志
を
持
つ
た
く
ま
し
い
青
少
年
の

育
成
」を
目
指
す
県
民
運
動「
青
少
年
ア

ン
ビ
シ
ャ
ス
運
動
」に
関
す
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。い
ず
れ
も
参
加
無
料
で
す
。

○
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
な
ど
の
活
動
報 

告
会（
市
主
催
）

　

学
校
と
地
域
が
連
携
協
力
し
て 

取
り
組
ん
で
き
た
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広

場
な
ど
の
活
動
報
告
会
で
す
。

日
時　

２
月
17
日
㈰

午
前
10
時
〜
正
午（
受
付
午

前
９
時
30
分
〜
）

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

２
階
大
会
議
室（
大
谷
６
ー

24
）

申
込
方
法　

２
月
12
日
㈫
ま
で
に
、

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
伝

え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
社
会
教

育
課

1（
５
７
５
）４
１
２
１

5（
５
９
３
）７
３
８
０

○
青
少
年
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
運
動
シ
ン
ポ 

ジ
ウ
ム（
県
主
催
）

日
時　

３
月
２
日
㈰

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

ア
ク
ロ
ス
福
岡
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル（
福
岡
市
中
央
区
天

神
１
ー
１
ー
１
）

内
容　

▽
同
運
動
参
加
団
体
表
彰
式

▽
報
告「
運
動
の
成
果
と
今
後
の
展

開
」　

横よ
こ
や
ま山
正ま
さ
ゆ
き幸
さ
ん（
福
岡
教
育

大
学
名
誉
教
授
）

▽
特
別
講
演「
こ
ん
な
に
違
う
？
日

米
子
育
て
事
情
」　

兵ひ
ょ
う
ど
う藤

ゆ
き
さ

ん（
タ
レ
ン
ト
）

※  

託
児
と
手
話
通
訳
も
あ
り
ま
す
。

定
員　

７
０
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

２
月
20
日
㈬（
必
着
）

ま
で
に
、ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
住
所
、氏
名
、電
話

番
号
、入
場
希
望
人
数
、託

児
希
望
の
有
無
を
書
い
て

送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

県
青
少
年

ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
運
動
推
進

室
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
担
当（
〒

812
ー
８
５
７
７
福
岡
県
庁
）

1（
６
４
３
）３
６
１
５

5（
６
４
３
）３
３
８
９



竹
たけはら

原 日
ひ な た

向ちゃん（日の出町）
平成18年2月25日生

4月生まれの
赤ちゃん募集中

赤ちゃんが大きく写ってい
る写真（裏に赤ちゃんの氏
名・ふりがな・生年月日・住
所・電話番号を記入）を「市
報かすがお誕生日おめでと
う係（〒816–8501春日市役 
所）」に郵送してください。
　対象は3歳まで、3月3日
㈪までの到着分の中から抽
選で決定します。

森
もり

田
た

 慎
しんぺい

平ちゃん（春日原南町）
平成18年2月20日生

城
き ど

戸 悠
はる

樹
き

ちゃん（小倉）
平成19年2月18日生

横
よこ

田
た

 仁
じん

之
の

介
すけ

ちゃん（白水ヶ丘）
平成19年2月14日生

初
心
者
や
親
子
の
参
加
も
歓
迎 

や
き
も
の
作
り
教
室

　

手
び
ね
り
の
や
き
も
の
作
り
で
、古

代
の
陶
人
気
分
を
味
わ
い
ま
せ
ん
か
。

　

当
日
作
っ
た
作
品
は
、窯か

ま

で
焼
い
て
、

後
日
お
渡
し
し
ま
す
。

日
時　

３
月
８
日
㈯

①
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

②
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

※　

①
で
は
簡
単
な
作
陶
指
導
を
し
ま 

す（
今
月
の
テ
ー
マ
は「
ア
ロ
マ
ス
タ 

ン
ド
・
茶
香
炉
」）。

場
所　

春
日
市
の
ぼ
り
窯
体
験
広
場 

（
白
水
ケ
丘
１
ー
４
）

参
加
費（
材
料
費
）　

粘
土
５
０
０
ｇ
当

た
り
２
０
０
円

定
員　

各
15
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
込
方
法　

２
月
８
日
㈮
〜
22
日
㈮ 

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た

は
直
接
窓
口
で
住
所
、氏
名
、電

話
番
号
、年
齢（
小
学
生
以
下
の

み
）、希
望
時
間（
①
か
②
）を
伝

え
る

※　

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
保
護
者

同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館

1（
５
０
１
）１
１
４
４

5（
５
７
３
）１
０
７
７

ス
ト
ッ
プ
非
行
県
民
運
動 

取
組
事
例
発
表
会

　

県
が
取
り
組
ん
で
い
る「
ス
ト
ッ
プ

非
行
県
民
運
動
」の
成
果
や
活
動
内
容

を
発
表
し
ま
す
。

　

今
、青
少
年
の
間
で
大
き
な
問
題
に

な
っ
て
い
る
出
会
い
系
サ
イ
ト
被
害
の

説
明
や
携
帯
電
話
会
社
に
よ
る「
ケ
ー

タ
イ
安
全
教
室
」も
あ
り
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時　

２
月
７
日
㈭

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

福
岡
県
吉
塚
合
同
庁
舎
８
０
３

会
議
室（
福
岡
市
博
多
区
吉よ

し
づ
か塚

本
町
13
ー
50
）

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
生
活
労
働
部

青
少
年
課
指
導
係

1（
６
４
３
）３
３
８
８

5（
６
４
３
）３
３
８
９

ナ
ギ
の
木
苑 

各
種
講
座

○
初
め
て
の
ハ
ン
グ
ル
語
教
室

　

ハ
ン
グ
ル
語
を
通
し
て
、韓
国
の

言
葉
の
文
化
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

日
程　

２
月
26
日
㈫
、３
月
４
日
㈫
・ 

11
日
㈫
・
19
日
㈬
・
25
日
㈫ 

（
計
５
回
）

時
間　

午
前
11
時
〜
正
午

参
加
費　

１
，０
０
０
円

定
員　

15
人（
申
込
先
着
順
）

○
布
ぞ
う
り
作
り
教
室

　

家
庭
に
あ
る
古
布
を
使
っ
て
、布

ぞ
う
り
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程　

２
月
22
日
〜
３
月
７
日
の

毎
週
金
曜
日（
計
３
回
）

時
間　

午
後
０
時
30
分
〜
２
時
30

分

参
加
費　

３
０
０
円

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

※　

い
ず
れ
の
講
座
も
、別
途
、入
館
料 

が
必
要
で
す
。

申
込
方
法　

２
月
１
日
㈮
以
降
に
、電

話
か
窓
口
で
希
望
講
座
名
、氏

名
、住
所
、年
齢
、電
話
番
号
を

伝
え
る

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
ナ
ギ
の
木
苑（
下

白
水
１
０
４
ー
13
）

1（
５
９
５
）０
５
１
３（
5
兼
用
）

※　

毎
週
月
曜
日
・
第
３
火
曜
日
・
祝 

日
は
休
館
日
で
す
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
憲
法 

春
日
市
女
性
の
会 

講
演
会

　

暮
ら
し
の
中
の
憲
法
に
つ
い
て
、あ

ら
た
め
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。手
話

通
訳
も
あ
り
ま
す
。

日
時　

２
月
９
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

市
役
所
大
会
議
室

講
師　

石い
し
か
わ川
捷し
ょ
う
じ治
さ
ん（
九
州
大
学
法

学
部
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
会　

松ま
つ
ざ
き崎

1（
５
９
１
）１
２
７
３（
5
兼
用
）

国
際
交
流
事
業 

ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島

　

与
論
島（
鹿
児
島
県
）の
青
い
海
と

美
し
い
自
然
の
中
で
、南
の
島
独
特
の

文
化
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。在
日
外
国

人
の
小
学
生
と
活
動
・
生
活
を
共
に
し
、

言
語
や
習
慣
を
越
え
て
友
情
を
深
め
ま

し
ょ
う
。

対
象　

小
学
２
年
生
〜
６
年
生

日
程　

３
月
27
日
㈭
〜
４
月
２
日
㈬ 

（
６
泊
７
日
）　

内
容　

イ
カ
ダ
作
り
・
イ
カ
ダ
こ
ぎ
▽

さ
と
う
き
び
刈
り
・
絞
り
▽
ハ

ー
レ
ー
船
大
会
▽
海
水
浴
▽
洞

窟
体
験
な
ど

参
加
費　

11
万
１
，０
０
０
円
程
度

定
員　

４
０
０
人（
外
国
人
小
学
生
も

含
む
）

申
込
締
切　

３
月
７
日
㈮

※　

２
月
23
日
㈯
に
説
明
会
が
予
定
さ 

れ
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、問
い
合
わ 

せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

㈶
国
際
青
少

年
研
修
協
会

1
０
３（
３
３
５
９
）８
４
２
１

5
０
３（
３
３
５
４
）２
２
０
７

http://w
w

w
.kskk.or.jp
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管
理
人
募
集 

大
和
町
公
民
館

対
象　

住
み
込
み
が
可
能
で
健
康
な
人

（
夫
婦
で
年
金
暮
ら
し
の
人
を

希
望
）

業
務
内
容　

▽
公
民
館
施
設
の
内
外
清

掃
▽
備
品
管
理
▽
安
全
管
理 

（
施
錠
・
火
災
予
防
な
ど
）

勤
務（
居
住
）場
所　

大
和
町
公
民
館 

（
大
和
町
２
ー
16
ー
２
）

休
日　

毎
週
日
・
月
・
木
曜
日
と
祝
日
、

年
末
年
始
、盆
期
間

応
募
方
法　

２
月
20
日
㈬
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

※　

手
当
て
な
ど
、詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
公
民
館

1（
５
８
２
）１
１
４
０（
5
兼
用
）

臨
時
募
集 

市
営
住
宅　

入
居
待
機
者

　

欽
修
市
営
住
宅（
２
Ｄ
Ｋ
）の
入
居
待

機
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

待
機
者
は
、平
成
20
年
２
月
〜
８
月

に
空
室
が
出
た
場
合
に
入
居
で
き
ま

す
。

受
付
期
間　

２
月
12
日
㈫
〜
15
日
㈮

※　

案
内
書
は
、受
付
期
間
中
、市
役
所

管
財
課
、い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町

１
ー
１
２
０
）で
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

管
財
課
管
財
担
当

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
４
５

福
岡
県
遺
族
連
合
会 

海
外
戦
没
者
慰
霊
巡
拝

　

先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者
を
追
悼

し
、平
和
を
祈
念
す
る
た
め
の
慰
霊
巡

拝
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

中
国（
雲
南
地
域
な
ど
）で
戦
没

し
た
福
岡
県
出
身
の
軍
人
、軍

属
、準
軍
属
の
遺
族（
配
偶
者
、

子
、父
母
ま
た
は
兄
弟
姉
妹
）

期
間　

３
月
18
日
㈫
〜
24
日
㈪（
７
日

間
）

定
員　

20
人（
申
込
多
数
の
場
合
選
考
）

申
込
方
法　

2
月
7
日
㈭
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

※　

参
加
費
用
の
一
部
補
助
が
あ
り
ま

す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
連
合
会

1（
７
６
１
）０
０
１
２

5（
７
８
１
）２
０
５
６

ア
ジ
ア
太
平
洋
こ
ど
も
会
議 

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　

ア
ジ
ア
太
平
洋
の
40
の
国
と
地
域
か

ら
こ
ど
も
大
使
が
や
っ
て
く
る「
ア
ジ

ア
太
平
洋
こ
ど
も
会
議
・
イ
ン
福
岡
」。

こ
ど
も
大
使
と
寝
食
・
学
校
登
校
な
ど

を
と
も
に
す
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

対
象　

小
学
生
の
子
ど
も
が
い
る
家
庭

（
４
・
５
年
生
の
児
童
が
い
る
家

庭
を
優
先
）

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
期
間　

７
月
16
日
㈬
〜

24
日
㈭（
予
定
）

募
集
家
庭
数

▽
こ
ど
も
大
使　

男
女
各
４
家
庭

▽
シ
ャ
ペ
ロ
ン（
引
率
者
）　

１
家
庭

申
込
締
切　

２
月
15
日
㈮（
必
着
）

※　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課

1（
５
７
５
）４
１
２
１

5（
５
９
３
）７
３
８
０

㈳
福
岡
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会 

宅
地
建
物
に
関
す
る
無
料
相
談
所

　

不
動
産
や
相
続
、税
金
な
ど
に
つ
い

て
、弁
護
士
・
税
理
士
・
不
動
産
相
談
員

が
応
じ
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
時　

２
月
７
日
㈭

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
受
付
は
午
後
３
時
ま
で
）

場
所　

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
３
階
会
議

室
２（
大
野
城
市
曙

あ
け
ぼ
の
ま
ち

町
２
ー
３

ー
１
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
協
会

1（
６
３
１
）１
７
１
７

5（
６
３
１
）０
４
４
５

春
日
市
商
工
会 

創
業
個
別
相
談
会

　

同
商
工
会
と
国
民
生
活
金
融
公
庫

は
、市
内
で
創
業
を
考
え
て
い
る
人
や

創
業
し
て
間
も
な
い
人
な
ど
を
対
象

に
、資
金
調
達
を
中
心
と
し
た「
創
業
個

別
相
談
会
」を
行
い
ま
す
。

　

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
18
日
㈪

午
前
10
時
〜
午
後
３
時（
一
人 

１
時
間
程
度
）

場
所　

同
商
工
会（
伯
玄
町
２
ー
24
）

予
約
方
法　

２
月
１
日
㈮
〜
13
日
㈬ 

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

※　

２
月
19
日
㈫
〜
22
日
㈮
も
、筑
紫 

地
区
の
商
工
会
で
相
談
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
商
工
会

1（
５
８
１
）１
４
０
７

5（
５
７
５
）０
７
０
２

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局 

無
料
法
律
相
談

　

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
と
筑
紫
人
権

擁
護
委
員
協
議
会
に
よ
る
、弁
護
士
の

無
料
法
律
相
談
で
す
。

日
時　

２
月
21
日
㈭

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

同
支
局
１
階
相
談
室（
筑
紫
野

市
二ふ

つ
か
い
ち
ち
ゅ
う
お
う

日
市
中
央
５
ー
14
ー
７
）

相
談
時
間　

一
人
30
分

定
員　

６
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

２
月
12
日
㈫
午
前
８
時
30

分
以
降
に
、電
話
で
予
約
す
る

※　

資
力
基
準
を
満
た
す
人
を
対
象
と

し
ま
す
の
で
、予
約
の
際
に
収
入
な

ど
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
支
局

1（
９
２
２
）２
８
８
１

5（
９
２
２
）３
３
４
２

司
法
書
士
会
福
岡
南
支
部 

春
の
法
律
相
談
会

　

相
続
登
記
や
会
社
設
立
な
ど
の
登

記
、悪
質
商
法
な
ど
の
消
費
者
問
題
、多

重
債
務
問
題
、訴
訟
、成
年
後
見
な
ど
の

相
談
に
、司
法
書
士
が
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す（
当
日
先
着
順
）。

日
時　

２
月
16
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

▽
同
会
福
岡
南
支
部
事
務
局（
筑
紫
野

市
二ふ

つ
か
い
ち
ち
ゅ
う
お
う

日
市
中
央
５
ー
３
ー
16
）

▽
大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
会
議
室
１
・
２

（
大
野
城
市
曙あ

け
ぼ
の
ま
ち
町
２
ー
３
ー
１
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
支
部

1（
９
２
３
）０
６
７
８

5（
９
１
８
）５
２
７
４



　
「
胴
乱
」と
は
、革
や
布
、木
製
の
刻

み
た
ば
こ
入
れ
の
こ
と
で
す
。刻
み
た

ば
こ
は
、タ
バ
コ
の
葉
を
刻
ん
だ
も
の

で
、キ
セ
ル
で
吸
い
ま
す
。胴
乱
と
キ

セ
ル
を
セ
ッ
ト
に
し
て
、今
の
人
が
鍵

束
を
下
げ
る
よ
う
に
、帯
や
ベ
ル
ト
に

挟
ん
で
腰
に
下
げ
て
い
ま
し
た
。

　

丹
前
は
、防
寒
用
の
着
物
の
こ
と
で

す
。「
む
か
し
の
生
活
誌（
郷
土
史
研
究

会
編
）」で
は
、丹
前
に
つ
い
て「
角
袖

の
綿
入
れ
で
、夜
具
と
し
て
肩
な
ど
が

温
か
い
よ
う
に
フ
ト
ン
の
下
に
着
て

寝
た
り
、く
つ
ろ
ぎ
着
と
し
て
、あ
る

い
は
親
睦（
会
）な
ど
の
冬
の
外
出
着

と
し
て
使
用
す
る
こ
と
も
あ
る
」と
説

明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
決
め
所
は
違
っ
て
い
て

も
、両
地
区
の
青
年
た
ち
は
互
い
に
張

り
合
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

「
上
白
水
に
嫁
に
行
こ
う
か
、

ダ
ラ
の
木
に
逆
さ
ま
に
登
ろ
う
か
」

　
「
ダ
ラ
の
木
」と
は
、「
タ
ラ
の
木
」

の
方
言
で
す
。タ
ラ
の
木
は
、幹
が
直

立
し
、そ
の
表
皮
に
た
く
さ
ん
の
ト
ゲ

を
持
つ
落
葉
樹
で
す
。上
白
水
に
嫁
ぐ

の
は
、そ
ん
な
タ
ラ
の
木
に
逆
さ
ま
に

な
っ
て
登
る
の
と
同
じ
く
ら
い
大
変

だ
と
い
う
例
え
で
す
。

　

昭
和
39
年
に
春
日
町
公
民
館
か
ら

出
さ
れ
た「
春
日
町
郷
土
資
料
」
に

は
、
上
白
水
地
区
に
つ
い
て「
む
か

し
か
ら
働
く
農
家
村
落
と
し
て
筑
紫

郡
内
に
知
ら
れ
て
い
る
」と
書
か
れ

て
い
ま
す
。上
白
水
の
稲い

な
た
ば束
は
、他
地

区
の
も
の
よ
り
ひ
と
ま
わ
り
大
き
く

「
白し

ろ
う
ず
は

水
把
」と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、上
白
水
地
区
の
農
作
業
が
大

変
だ
っ
た
理
由
と
し
て
、田
ん
ぼ
の
土

が
ギ
チ（
粘
度
質
）だ
っ
た
か
ら
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。ギ
チ
は
扱
い
に
く

い
た
め
仕
事
が
は
か
ど
ら
ず
、大
変
骨

を
折
っ
た
そ
う
で
す
。

「
小
倉
の
お
宮
は
長
の
夏
中
、

太
鼓
の
音
の
せ
ん
日
は
な
い
」

　

小
倉
の
人
は
、お
祭
り
好
き
と
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
。「
お
ハ
ッ
ケ
ン
さ
ま
」

「
八
竜
宮
さ
ま
」「
住
吉
さ
ま
」の
3
つ

の
お
宮
が
あ
る
の
で
、夏
祭
り
が
3
回

あ
り
、青
年
た
ち
は
笛
や
太
鼓
の
練
習

に
大
忙
し
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

春
日
市
郷
土
史
研
究
会　

平ひ
ら
た田
善よ
し
ず
み積

市
民
の
国
際
交
流
を
応
援

国
際
交
流
事
業
補
助
制
度

　

５
人
以
上
の
市
民
で
国
際
交
流
活
動

を
行
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
、

事
業
経
費
の
一
部
補
助
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
６
月
ま
で
に
事

業
を
予
定
し
て
い
る
団
体
で
、補
助
を

希
望
す
る
団
体
は
、２
月
中
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、７
月
以
降
に
行
う
事
業
に
つ

い
て
も
、随
時
、相
談
・
申
請
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

対
象
事
業

▽
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
国
際
交

流
活
動
事
業

▽
国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

補
助
金
額　

国
際
交
流
活
動
の
経
費
に

応
じ
て
、そ
の
１
／
３
〜
１
／
２
を

補
助（
上
限
30
万
円
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
づ
く
り

課
地
域
づ
く
り
担
当

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
５
３

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査

集
計
結
果
の
公
表

　

平
成
18
年
10
月
に
行
わ
れ
た
事
業

所
・
企
業
統
計
調
査
の
集
計
結
果
が
総

務
省
統
計
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
づ
く
り
課

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
５
３

統
計
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.stat.go.jp

発
生
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、

鶏
、あ
ひ
る
、う
ず
ら
な
ど
に
Ａ
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
す
る
こ

と
で
発
生
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
鳥
を
飼
育
し
て
い
る
場
合

は
、次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
ネ
ッ
ト
な
ど
で
、野
鳥
や
ネ
ズ
ミ
な

ど
が
飼
育
場
所
へ
侵
入
す
る
こ
と
を

防
ぐ

▽
飲
用
水
の
汚
染
防
止
の
た
め
、新
鮮

な
水
道
水
を
使
う

▽
飼
育
場
所
を
常
に
清
潔
に
保
つ

※　

飼
育
し
て
い
る
鳥
が
２
羽
以
上
続

け
て
死
亡
、ま
た
は
衰
弱
し
て
い
る

場
合
は
、至
急
、連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先　

中
央
家
畜
保

健
衛
生
所

1（
５
８
１
）０
３
２
５

5（
5
8
1
）0
4
7
4

全
国
稼
動
が
始
ま
り
ま
す

ｔ
ａ
ｓ
ｐ
ｏ︵
タ
ス
ポ
︶

　

未
成
年
者
喫
煙
防
止
の
た
め
、平
成

20
年
７
月
ま
で
に
、全
国
の
た
ば
こ
自

動
販
売
機
は「
成
人
識
別
た
ば
こ
自
動

販
売
機
」に
変
わ
り
ま
す（
福
岡
県
は
５

月
導
入
開
始
予
定
）。

　

こ
の
自
動
販

売
機
で
タ
バ
コ

を
購
入
す
る
場

合
は
、
成
人
の

み
に
発
行
さ
れ

る
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド「
ｔ
ａ
ｓ
ｐ

ｏ
」が
必
要
に

な
り
、
こ
の

カ
ー
ド
を
自

動
販
売
機
に
タ
ッ
チ
す
る
こ
と
で
成
人

識
別
を
行
い
ま
す
。

※　
「
ｔ
ａ
ｓ
ｐ
ｏ
」の
申
込
方
法
な

ど
、詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

㈳
日
本
た
ば
こ
協
会

　

未
成
年
者
喫
煙
防
止
対
策
室

1
０
３（
５
４
０
８
）１
４
５
２

http://w
w

w
.taspo.jp

村
意
識
の
こ
と
わ
ざ

「
春
日
の
胴ど

う
ら
ん乱

、小
倉
の
丹た

ん
ぜ
ん前

」

　

こ
の
こ
と
わ
ざ
は
、春
日
と
小
倉

の
青
年
た
ち
が
競
い
合
っ
た
粋
な

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
決
め
所
を
言
う
も

の
で
す
。
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こ
の
自
動
販

306



K A S U G A         C I T Y14

　児童センターでは、みんなの健康を願う「豆
まき」や、大切な人に贈る「バレンタイン」の
チョコレート作りなど、楽しい行事が盛りだ
くさんです。
　ぜひ、親子や友達同士で遊びにください。
問い合わせ先　各児童センター

2月
行事予定表

須
す ぐ

玖児童センター
☎（573）2431 5（584）7739
須玖南2-120（すくすくプラザ内）

光
ひかりまち

町児童センター
☎（501）7014（5兼用）

光町2-180-4

毛
け か つ

勝児童センター
☎（581）5614（5兼用）

大土居1-38

1日（金）
ニコニコ豆まき（2歳以上の幼児・市内居住者）
午前10時30分〜11時30分　※参加は30日か
31日、2月1日のいずれかのみ

2日（土）

遊びの出前！児童センター　
午前10時30分〜正午、場所：春日野小多目的
ホール

節分だよ！道場やぶり　午後3時30分〜5時

かんたん工作（びょんびょんいもむし）　
午後2時〜3時

3日（日） 節分だよ！すぐリンピック　午後2時〜3時 福は内！豆まき会（小学生向け）
午後4時〜5時

6日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時

9日（土） おまたせ！トランポリン　午前11時〜正午 道場やぶり　午後2時〜3時 かんたんクッキング
9日：オセロチョコ　100円
10日：トリュフ　150円
午前10時30分〜正午、12人　申　
※参加は9日か10日のいずれかのみ10日（日）

楽しいクッキング（チョコっとケーキ）
午後2時〜3時30分、10人、150円　申

ピカピカクッキング（バレンタインチョコ）
①午前10時〜11時②午前11時〜正午
各10人、150円　申

トワイライトゾーン　
午後5時〜6時、中学生以上

13日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時

15日（金） たのしいおはなし　午前11時〜11時30分

16日（土）
みんなで工作（スライム）　午後2時〜3時
5歳以上、90人、20円　※1人1個

そとであそぼう！　午後2時〜3時 今日のおはなしなーに？　午後2時〜2時30分

作って飛ばそう！紙ひこうき　午後4時〜5時

17日（日） みんなでドッジボール　午後3時30分〜5時

20日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時

21日（木）
ママの“ホッ”とタイム（パッチワーク雛人形）
午前10時〜正午、15人、700円　申
※託児（1人500円）は15日までに要申込

22日（金）

ママの“ホッ”とタイム（トートバッグにトールペ
イント）　午前10時〜正午
育児中の保護者、16人、500円　申
※託児（1人500円）は15日までに要申込

23日（土）

おはなし広場　午後2時〜2時30分 新聞紙あそび　午後2時〜3時 遊びの出前！児童センター　午前10時〜正午
場所：春日西小フレンドホール
ビーチフラッグス　
低学年：午後3時30分〜4時、高学年：午後4時〜
5時

24日（日） トワイライトゾーン　
午後5時〜6時、中学生以上

日本むかし話オンパレード！（映画会）　
午後3時30分〜5時

26日（火） すくすく育児相談　午前10時〜11時30分

27日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時

28日（木）
ママの“ホッ”とタイム（かぎ針で作るコースター）
午前10時〜正午、12人、400円、かぎ針4号を持
参  申  ※託児（1人500円）は21日までに申込

子育て広場

ヨチヨチ広場（0〜1歳児向け） 須玖：6日㈬、27日㈬、光町：1日㈮、29日㈮、毛勝：1日㈮、15日㈮、29日㈮ 午前11時〜11時40分

親子サロン（1〜3歳児向け） 光町：26日㈫

午前10時30分〜（1時間程度）
ニコニコくらぶ（2〜3歳児向け）

須玖：13日㈬・14日㈭・15日㈮・20日㈬・21日㈭・22日㈮
光町：6日㈬・7日㈭・13日㈬・14日㈭・27日㈬・28日㈭
毛勝：6日㈬・7日㈭・13日㈬・14日㈭・27日㈬・28日㈭

ルンルン広場（2〜3歳児向け） 毛勝：21日㈭（上白水公民館） 午前11時〜11時40分

伝言版

※　　　　の行事は、幼児も参加出来ます。保護者同伴で遊びに来てください。
※表中の金額は参加費（材料代や交通費）です。  
※ 申は申し込みが必要な行事です。2月1日㈮午後5時以降に申し込んでください。（電話可・小学生以上は本人が申し込み）
　なお、申し込みは1人1行事までとし、行事によっては市外の人は参加できない場合があります。
※天候により、中止または内容を変更することがあります。問い合わせてください。

開館時間 午前10時〜午後5時 休館日 4日、11日、12日、18日、19日、25日

2 月もイベント盛りだくさん！

豆まき・バレンタイン



＜広告欄＞

市の人口　12/31 現在

◎総人口  109,441人
（前月比  -110）

女 　55,981人

男　 53,460人

◎世帯数  43,543世帯

◎増     ●転入        437人

●出生          86人

●その他増      7人

◎減     ●転出        512人

●死亡          45人

●その他減    83人

法律／犯罪被害／交通事故／土地・建物／国の業務／消費生活　相談窓口
■法律相談
市無料法律相談
☎（584）1111  5（584）1142
第3水曜日／受付 8時30分〜 
8時50分／定員15人（9時から
抽選）／市役所2階市民相談室

春日市商工会無料法律相談
☎（581）1407  5（575）0702
第1水曜日／受付8時30分〜

（相談は13時〜15時）／先着
6人／同商工会

県無料法律相談 ☎（643）3333
毎週金曜日／13時〜16時／
先着6人（要電話予約）／県庁
県民相談室

有料法律相談 ☎（741）3208
月〜金曜日10時〜19時／土・
日曜日、祝日10時〜13時／ 1
人30分程度で5,250円／要電
話予約／天神弁護士センター

■犯罪被害相談
犯罪被害者電話相談
☎（738）8363／毎週火曜日／
16時〜19時／天神弁護士セ
ンター

■交通事故相談
県交通事故相談☎（622）0403
月〜金曜日／9時〜17時／県
庁交通事故相談所

交通事故被害者電話相談
☎（741）2270／月〜金曜日／
13時〜16時／県交通事故被
害者サポートセンター

■土地・建物の相談
不動産相談 ☎（643）3333
毎月第1・3木曜日／13時〜
16時／要電話予約／県庁県民
相談室

住宅相談 ☎（725）0876
月〜金 曜 日／10時 〜17時／
住宅情報プラザ福岡（県建築
住宅センター内）

■国の業務に関する相談
定例行政相談　
☎（584）1111 5（584）1142
第4火 曜 日 ／10時 〜15時／
市役所2階市民相談室

■消費生活相談
市消費生活相談
☎（584）1111 5（584）1153
毎週月・水・金曜日（祝日を除
く）／10時〜15時／市役所2
階市民相談室

県消費生活相談☎（632）0999
月〜金曜日／9時〜17時／消
費生活センター
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問い合わせ先　社会教育課「お宝探偵局」　☎（575）4121 5（593）7380

お
宝
文
化
人

博
多
仁に

わ

か

和
加
名
人

萩は
ぎ
お尾
良り

ょ
う
か
ん
感
さ
ん

初春の花
まだ寒い日が続いていますが、近くの公
園では、赤や淡い桃色の山茶花（サザン
カ）が咲いています。一部の深山では、林
床に積もった雪の中から福寿草の花が顔
を出すころ。日があたらないと花を開かな
い福寿草。しかし、日があたると雪が解け

てしまい、雪の
中から顔を出
す福寿草はな
かなか目にする
ことができませ
ん。さらに年々
進む温暖化が
拍車をかけま
す。何とか食い
止めたいもの
です。       NN

「福寿草」 撮影：仰烏帽子山

いても数々のコンクールで受賞するほどの実力の持ち主です。
　言葉遊びに世相や風刺を織り込み、博多弁でテンポよく展開する笑いの世
界。「暗い世の中を笑いで明るく」をモットーに、仁和加の出演依頼や指導を
積極的にこなしています。
※ ２月20日のくらしの教養講座では、萩尾さんによる博多仁和加入門講座を行います。

　陽気で知的な博多町人によって
受け継がれた伝統芸能「博多仁和
加」。仁和加芸歴約30年の名人の
萩尾良感さんは、仁和加の創作にお

❶❷❸宿の行事では、「花婿挨拶」や「花嫁熨
の し

斗
出し」などが行われる。
❹若水祭の様子。青年団長が神

み き

酒を飲み干す。
❺神酒を飲み干した青年団長が樽を持って左

さ ぎ っ

義
長
ちょ

の周りを回り終えると、御
み い け

池になだれ込む。一
斉に氏子たちが樽に飛びつき「樽せり」が始ま
る。樽を割り、その破片を取り合う。
❻❼❽婿押し（揉み）の様子。まずは拝殿揉み。
その後、お汐

し お い

井揚
ようせき

石前などでも揉み合う（空
から

も
み）。揉み合う際は輪が解けないよう腕を組み合
い、祝い歌を歌い終わるまで続ける。拝殿では、
父親や知人の肩車に乗って、幼児も加わる。
❾若水祝い。かがんだ花婿の上に手拭いをかぶ
せて、若水を浴びせ祝い歌を歌う。

国指定重要無形文化財

婿押し祭り
　1月14日、春日神社で国指定重要無形民俗文
化財「婿押し祭り」が行われました。
　この祭りは、前年に結婚した夫婦を祝うために
毎年行われるもの。今年の主役は、白

しろうず

水誠
せい

也
や

さん
と恵

え り か

里香さん。氏子たちは声を張り上げて祭りを
盛り上げ、2人の門出を祝福しました。❹

❺

❻

❼

❽

❾

❶ ❷ ❸
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